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義一
遠
賀
中
学
校
は
寄
贈

こ
の
た
び
次
の
各
氏
よ
り
、
違
算
中

学
校
に
寄
贈
亭
っ
け
ま
し
た
の
で
紙
上

を
も
っ
て
餓
告
い
た
し
ま
す
。

一
、
蛇
の
出
足
踏
ミ
シ
ン

遣
敏
即
今
古
賀
∴
相
聞
高
二
即
殿

一
、
閃
菅
　
生
襲
胱
物
と
し
て
訪
柵

大
阪
市
東
成
区
　
竹
森
∴
啓
高
殿

＝
　
1
月
4
日
は
蒙
議
院
選
挙
投
票
日
＝
＝

がんお謡町

第
七
回
参
議
院
番
目
通
話
選
挙
は
、

7
月
4
日
執
行
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
迅
湾
は
、
国
内
的
に
は
経

済
、
物
価
蘭
越
、
I
L
O
悶
艦
な
ど
園

崇
宗
に
密
接
な
閏
箱
を
、
対
外
的
に

は
H
離
間
趣
、
緊
迫
化
す
る
ベ
ト
ナ
ム

問
題
な
ど
を
か
か
え
た
、
わ
が
園
に
と

っ
て
極
め
て
重
要
な
時
期
に
行
な
わ
れ

る
能
率
で
あ
り
ま
す
。

戦
後
一
「
年
を
む
か
え
た
わ
が
関
の

民
主
々
義
は
二
面
に
お
い
て
は
質
実

に
定
諒
化
の
方
向
を
た
と
っ
て
い
る
と

云
わ
れ
な
が
富
、
逆
巻
の
寒
態
は
同

を
重
ね
る
こ
と
に
態
質
化
し
、
膨
大
な

遊
溢
亜
用
と
増
大
す
る
選
挙
違
反
に
、

世
論
の
指
弾
は
い
よ
い
よ
厳
し
い
も
の

寧
一
字
。

特
に
本
年
は
、
明
治
郷
隼
に
締
高

の
衆
議
院
総
遊
撃
が
行
な
わ
れ
て
か
ち

栴
周
年
に
あ
た
り
、
ま
た
大
証
1
4
年
に

成
人
男
子
の
普
通
馨
制
度
か
施
立
さ

れ
て
か
ら
的
周
年
、
樹
和
2
0
年
に
如
人

の
参
政
権
が
認
め
ろ
れ
て
か
ち
如
周
草

に
あ
た
り
ま
す
が
、
こ
の
記
念
す
べ
き

年
に
行
な
わ
れ
る
今
間
の
憂
一
議
眺
護
良

選
挙
に
擬
し
、
私
た
ち
は
、
い
ま
．
度

「
選
挙
」
の
塞
毅
を
じ
っ
く
り
ぎ
え
る

べ
き
で
あ
り
ま
す
。

民
主
政
治
に
お
い
て
は
、
国
民
一
人

一
人
が
そ
の
主
施
著
で
あ
る
以
上
、
政

治
に
対
し
て
私
た
ち
の
慈
兜
を
允
分
に

反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で

あ
り
、
選
挙
に
お
い
て
も
、
た
だ
ロ
ボ

ッ
ト
の
よ
う
に
浅
黒
に
パ
リ
＼
た
け
で
は

く
、
萱
通
じ
て
民
主
的
な
住
み
よ

い
社
会
嚢
現
し
て
の
く
た
め
の
誌
減

と
自
覚
を
も
っ
て
良
搬
あ
る
代
秦
を
達

は
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
悠
味
に
お
い
て
乗
る
7
月
4
日

の
投
染
直
に
は
、
主
施
藷
と
し
て
長
一
議

院
董
］
遊
撃
の
遊
襲
性
を
認
識
し
、
純

利
の
行
使
と
萎
務
の
版
行
の
た
め
の
泣

き
言
釜
技
じ
て
く
だ
さ
い
。

議
　
会
　
だ
　
よ
　
り

号uJLJ劫

本
町
議
会
聖
－
周
暁
瞳
余
及
び
鴻
二

田
臨
時
会
が
左
記
の
と
お
り
結
集
さ
れ

次
の
議
案
が
蕃
譲
さ
れ
ま
し
た
。

野
面
臨
蒔
会

草
月
－
二
日
紹
集
　
i
会
期
一
日

上
程
掻
嚢

1
適
鉦
町
彊
会
常
任
委
員
全
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

2
逓
貸
町
議
会
鴎
任
委
員
長
及
び
調

香
日
長
の
馨
に
つ
い
て

（
1
、
2
の
譲
葉
は
本
町
議
会
会
議

規
則
に
堰
き
、
各
常
任
香
山
全
委
員

の
任
期
縄
了
に
ょ
る
段
通
で
あ
り
ま

す）第
一
面
臨
時
会

五
月
二
十
六
日
絶
無
∴
会
期
一
日

上
程
襲

1
遼
賓
町
襲
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

（
法
改
正
に
伴
い
、
怪
自
動
緯
（
薬

用
四
輪
車
）
の
額
及
び
法
人
税
の

税
率
改
正
、
そ
の
他
条
例
の
鰭
若

行
な
っ
も
の
）

2
h
賓
町
一
般
城
蛾
嶺
の
給
与
に
蘭

す
る
条
例
の
一
郎
改
誌
に
つ
い
て

（
本
町
職
員
の
管
報
職
手
当
支
給
に

咽
し
条
例
の
改
記
を
す
る
も
の
）

3
遼
賀
即
簡
易
水
道
給
水
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

（
水
運
メ
ー
タ
ー
の
盟
最
に
偉
い

条
例
の
改
正
を
す
る
も
の
）

本
部
議
会
常
任
委
貝
会
の

客
農
穐
成
変
る

五
月
十
三
日
招
集
の
第
　
回
臨
時

会
に
於
で
、
本
町
議
会
篤
仔
委
員
会

の
委
員
構
成
が
左
記
の
と
お
り
変
り

ま
し
た
。

◎
黍
嵐
長
∴
○
剛
奮
L
i
l
良

、
総
務
財
政
委
員

◎
中
村
　
塞
（

（
前
総
務
財
政
委
日
長
）

○
池
浦
∴
順
一

（
前
総
務
財
政
委
L
∴
l
）

仲
野
∴
∴
磐
（
前
民
生
文
教
奮
＝
良
）

柴
田
　
悉
（
謝
堤
生
皮
教
養
〓
）

柴
田
　
ア
キ

（
轟
氏
姓
文
教
春
日
）

、
氏
佳
文
教
委
員

◎
垂
広
∴
∴
新

（
駒
土
木
濡
済
委
員
長
）

○
近
松
　
嘩
義

（
前
民
生
文
教
重
量
）

松
井
∴
∴
沸

（
前
土
木
蟹
黒
蜜
）

毛
利
∴
善
夫

（
前
土
木
経
済
萎
蹟
）

希
書
∴
茂
也

（
前
総
務
財
政
黍
櫨
）

一
二
土
木
緒
濱
委
員

◎
滝
崎
∴
疎
徳

（
駒
土
木
疑
祈
春
日
）

○
秦
∴
∴
喜
一

（
新
王
木
経
済
を
蹟
）

採
集
∴
重
巴

（
前
民
生
文
教
条
目
）

柴
山
　
涼
（
轟
総
務
財
政
春
日
）

矢
野
∴
遥
雉

（
商
仁
木
窪
値
委
員
）
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異
常
気
象
に
対
応
す
る

稲
作
技
術
対
策
に
つ
い
て

がんお報町

本
章
の
異
常
気
象
に
つ
い
て
は
す
で

に
斯
間
÷
ノ
レ
ヒ
等
で
御
承
知
の
と
お

り
、
大
鵬
黒
点
の
周
期
説
か
ち
見
て
、

埋
骨
気
象
に
鯨
過
す
る
可
能
性
が
あ
り

ます。す
で
に
東
北
・
北
海
道
の
冶
富
、
又

春
蝶
に
お
い
て
も
五
月
卜
旬
の
磐
竃

象
は
こ
の
あ
ち
わ
れ
と
み
ら
れ
、
こ
の

傾
向
は
、
更
に
暖
候
糊
に
特
続
す
る
こ

と
が
考
へ
ち
寝
ま
す
∵
特
に
本
町
の
態

婁
経
済
は
大
半
が
稲
作
に
依
存
さ
れ
て

い
る
現
状
か
ち
、
気
象
談
擬
の
変
化
に

対
応
す
る
稲
作
戴
豊
山
照
の
適
正
化
・

清
書
虫
建
雪
子
繁
に
も
と
っ
く
効
率
的

闘
除
及
び
災
零
に
よ
る
減
収
紡
止
の
諮

対
経
に
向
合
を
期
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。

I
苗
代
哲
理

蔚
代
初
期
の
督
励
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
生
産
組
合
員
を
通
じ
て
避

紙
し
て
い
ま
す
が
、
－
嬢
に
軟
弱

傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
水
筒
斑
や

崩
喜
虫
の
肪
除
な
ど
般
浮
を
期
し

⊂トさい。

用
水
r
i
嫡
　
極
力
滝
水
（
境
港
程

度
）
と
し
、
焼
樹
か
ら
や
焼
き
土

を
極
力
緻
和
し
て
卜
さ
い
。

㈲
浦
富
山
防
除
　
本
年
は
全
般
的
に

ツ
マ
ク
ロ
ヨ
コ
ハ
イ
、
ヒ
メ
ト
ヒ

亨
／
カ
の
発
生
が
多
く
、
稲
イ
ン

∴
l
ク
癖
∴
ン
マ
ハ
カ
レ
腕
の
多
発

が
肇
へ
ら
れ
ま
す
の
で
班
代
期
に

両
、
D
M
乳
剤
に
よ
り
貴
周
防

除
を
実
施
し
て
ト
さ
い
∵
」
の
場

合
栂
に
薗
代
周
辺
の
櫨
醇
や
、
堤

防
の
防
除
を
徹
接
し
て
下
さ
い
。

な
お
イ
モ
チ
病
多
発
地
帯
及
び

畑
薗
代
は
水
銀
乳
剤
を
混
用
し
、

冠
水
脂
代
田
に
は
マ
イ
シ
ン
を
日

謹
話
縞
の
予
防
を
か
ね
M
D
乳
剤

に
混
用
搬
和
し
て
下
さ
い
。

㈲
水
雷
対
毅
∴
冠
水
碑
に
つ
い
て
清

次
の
処
統
葱
じ
て
顔
の
同
線
を

は
か
り
ま
す
。

小
薬
に
泥
が
繭
潰
し
た
場
合
に
は

竹
や
手
で
水
素
引
き
ざ
ほ
に
薬

の
独
善
浴
し
ま
す
。

㈲
税
が
泥
土
で
埋
没
し
た
域
合
に

は
、
水
の
引
き
は
又
は
進
水
後

理
に
附
粧
し
た
泥
土
を
除
き
ま

す。
い
排
水
方
法
と
し
て
鵡
天
龍
粗
か

つ
づ
く
と
き
は
、
古
い
水
を
一

時
に
排
水
し
て
し
享
つ
と
蘭
が

し
お
れ
て
枯
死
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
古
い
水
を
排
水

す
る
一
方
、
代
り
の
新
し
い
水

を
少
し
つ
つ
流
し
込
み
ま
す
。

㈲
冠
水
し
た
な
の
は
一
時
前
代
に

お
い
て
国
後
を
ま
っ
て
本
田
に

粒
付
け
て
下
さ
い
。

㈲
種
子
対
策
　
水
雷
等
の
薗
不
足
に

よ
り
遥
港
を
考
慮
に
入
れ
、
額
子

の
確
俵
を
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

又
稲
子
能
会
の
力
で
も
変
心
種
子

素
宿
し
て
い
ま
す
の
で
劉
連
結

ト
さ
い
　
（
中
生
細
）

Ⅲ
本
田
初
期
の
笹
理

の
周
航
∴
憤
不
足
の
た
め
一
株
の
桐

怖
本
数
を
少
な
く
し
て
下
さ
い
。

伸
し
油
粕
に
な
ら
な
い
よ
う
に

汽
通
し
て
ト
さ
い
。

㈲
除
年
別
の
使
用

小
軟
弱
徒
長
筒
や
老
軌
軽
等
の
不

良
苗
を
植
え
た
水
田
や
、
輔
の

活
Y
u
不
良
の
と
き
は
薬
雷
を
生

じ
や
す
い
の
で
使
用
を
さ
け
て

ト
さ
い
。

㈲
水
が
ネ
足
し
て
田
面
が
話
し

た
と
き
は
、
薬
害
が
出
や
す

く
、
又
効
力
も
期
待
し
か
た
い

の
で
使
用
を
さ
け
て
下
さ
い
一
）

撒
布
時
の
水
管
理
は
入
念
に

行
い
出
庫
が
露
出
し
な
い
よ
う

に
、
や
や
深
水
に
す
る
と
共
に

撒
布
後
二
日
間
は
水
が
流
動
し

な
い
よ
う
加
入
日
を
ふ
さ
い
で

下さい。

鍵
蒜
が
予
想
さ
れ
る
域
令
は
撒

布
を
中
止
し
、
ま
た
P
C
P
に

つ
い
て
は
十
日
間
は
排
水
を
行

な
わ
な
い
で
下
さ
い
。

日
柄
自
体
が
ぬ
れ
て
い
る
晴
の
撒

布
は
、
鷲
署
と
も
な
う
の
で

良
く
乾
い
た
後
撒
布
し
ま
す
。

㈲
施
肥
の
合
理
化

小
成
帝
の
健
全
化
を
は
か
る
た
め

平
炉
梓
ま
た
は
珪
酸
斑
肥
料
の

投
入
窪
穣
的
に
進
め
て
下
さ

回
春
姐
の
売
腔
は
蛮
素
質
肥
料
を

一
般
に
砕
え
で
下
さ
い
∵
な
お

水
団
）
刑
作
に
ナ
タ
ネ
を
作
っ
て

あ
っ
た
場
合
や
、
レ
ン
ゲ
を
鋤

込
ん
だ
胸
瑞
は
元
腔
の
量
を
－

割
か
ち
売
捌
軽
暖
控
え
て
下
さ

㈹
涌
菅
生
防
除

L
月
五
日
よ
り
十
日
ま
で
航
空
防

除
で
ツ
マ
ク
ロ
ヨ
コ
バ
イ
・
「
化

メ
イ
虫
の
防
除
表
裏
施
し
た
後
、

上
月
下
旬
に
S
B
粉
剤
等
の
殺
生

剤
で
も
っ
一
度
防
除
毒
し
ま
す
。

と
こ
ろ
に
よ
っ
て
は
、
ハ
イ
モ
子

種
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で

水
銀
剤
の
撒
布
を
行
い
ま
す
。

㈲
水
雷
対
策

冠
水
し
た
水
出
は
薗
代
と
同
じ
凌

餌
で
行
い
ま
す
が
、
冠
水
し
て
相

当
殺
害
が
多
い
よ
う
で
も
退
来

復
、
空
襲
が
盆
石
し
て
お
り
新
棟

が
発
生
し
て
い
る
も
の
は
回
復
し

ま
す
の
で
次
の
整
署
と
っ
て
ト

さい。
㈲
中
餅
除
草
は
通
水
後
一
週
間
以

上
へ
て
稲
慨
が
あ
る
穏
度
圃
祝

し
た
後
行
い
ま
す
。

㈲
地
軸
後
冠
水
し
た
た
め
除
牽
制

の
撒
布
が
行
な
え
な
か
っ
た
と

き
は
退
水
後
藤
の
曲
線
を
李

て
二
三
一
割
穣
廃
滅
超
し
て
伯

用
し
ま
す
。

い
迫
水
練
稲
の
回
復
を
促
す
た
高

率
羨
質
肥
料
を
施
す
と
き
は
少

罷
（
反
当
り
成
分
に
し
て
一

鴫
）
に
と
ど
め
ま
す
。

◎
八
月
以
降
の
肥
培
街
超
や
、
対
策

に
つ
い
て
は
省
略
し
ま
す
。

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
経
済
課

脂
謡
係
・
麗
飽
生
産
謙
・
普
及
所

に
問
合
せ
ト
さ
い
。

昭
和
四
十
年
度
駈
空
防
除

に
つ
い
て
（
第
一
回
防
除
）

日
本
空

例
叶
航
空
防
除
の
実
施
に
つ
き
ま
し

て
は
、
緬
協
力
を
購
っ
て
お
り
ま
す

が
、
今
年
度
は
特
に
墾
帯
気
象
に
伴
な

い
、
鴫
告
虫
の
多
発
が
壁
燈
さ
れ
て
い

ま
す
。
永
揃
イ
ン
ュ
ク
鵬
の
媒
介
源
で

あ
る
ツ
マ
グ
ロ
ヨ
コ
ハ
イ
に
つ
い
て
は

例
年
の
二
倍
精
哩
の
発
生
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
し
、
態
薮
の
労
働
尊
鯖
、
戊

は
畔
謄
・
堤
防
薄
暮
め
た
一
痔
防
除

の
効
果
等
考
慮
し
て
、
航
空
防
除
を
決

の
と
お
り
定
雄
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た

の
で
持
様
方
一
階
の
御
協
力
を
お
噺
い

し
ま
す
。

I
航
空
防
除
計
画

用
防
除
弛
載
∴
逓
碩
町
・
声
辱
町
の

水
田
地
域

の
対
無
病
霊
真
　
ツ
マ
ク
ロ
ヨ
コ
ハ

イ
・
ヒ
メ
ト
ヒ
ウ
シ
カ
・
二
化
メ

イ
虫

㈲
実
施
期
日
　
L
月
五
H
よ
り
L
月

十
日
ま
で
六
日
闘
但
し
、
水
薯
等

の
軍
帽
に
よ
り
本
能
な
域
合
は
順

延
す
る

㈲
使
用
薬
剤
　
Z
B
粉
剤
（
C
P
M

C
；
五
％
B
H
C
－
一
；
○
坊
）

輪
K
K
　
へ
ル
用
土
型
へ
リ
コ
ブ

タ
仁
一
－
犠

㈲
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
護
掻
場
所
∴
昨
年

と
同
じ
場
所

伸
し
へ
リ
コ
フ
ク
ー
の
掠
留
地
は

従
来
の
遠
費
中
学
校
よ
り
、
役
場

堤
の
壇
立
地
に
変
更

㈲
そ
の
他
　
ヘ
リ
ポ
ー
ト
別
の
防
除

日
程
は
揖
柵
の
中
晩
等
を
考
慮
し

別
途
連
絡
し
ま
す
。
．

H
注
意
事
項

の
飲
食
物
・
食
詰
類
は
薬
剤
の
か
か

ち
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
井
戸
及

び
水
輔
等
に
は
ビ
ニ
ー
ル
又
は
セ

ロ
ハ
ン
に
て
被
い
を
す
る
こ
と
。

㈲
禽
間
販
売
業
・
飲
食
喫
茶
店
・
染

色
・
漁
抜
・
小
島
の
飼
蒔
・
遼
鶏

・
発
魚
・
将
に
養
蜂
に
つ
い
て
は

尊
前
に
十
分
注
意
し
て
ト
さ
い
。

㈲
小
鳥
類
は
細
田
に
入
れ
、
又
薬
剤

が
か
か
っ
た
野
菜
又
は
憲
の
飼

料
・
牧
撃
薯
は
ま
く
水
洗
し
て
か

ら
使
用
し
て
ト
さ
い
．

㈲
撒
布
後
、
佳
屑
そ
の
他
必
要
な
箇

所
は
満
船
し
て
下
さ
い
。

㈲
撒
布
褒
梗
甲
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の

行
方
を
曳
き
わ
め
、
薬
剤
の
か
か

ら
ぬ
よ
う
法
恵
を
す
る
と
輿
に
、

一
般
部
外
者
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
及
肯

潔
摺
地
に
は
近
奄
ち
な
い
よ
う
お

踊
い
し
ま
す
。
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水防本部機構及び事務分担表

（　水∴本

望∴都
）　脇∴長

（　樹　氷
助　本
後　部
）　度∴防

副使災

財民薯

務∴救

，深謀助

長鼓係

＿」＿

i I

財∴住

妨∴境　　　　　　木　妨∴∴∴∴務

謀∴課

18）　′

【衰1】

伸し防災実動係は、水防対策車は迎紙員として溝助郎良の

鮨鵬卜に入るものとする。

行発［02ハ
0年0．4－展

竹岡

み
ん
な
で
災
薯
を
防
ご
う

－
　
昭
和
的
年
度
遠
賀
町
水
際
対
策
樹
立

がん褐報印

い
よ
い
よ
梅
雨
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
、
本
町
で
は
災
害
に
倣
え
て
万
全

を
期
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
水
防
対

策
を
打
開
し
ま
し
た
の
で
、
町
民
各
位

の
御
接
カ
を
お
噸
い
致
し
ま
す
。

1
逓
苗
町
水
肋
本
部
の
統
暖

水
妨
本
部
の
投
援
及
び
解
散
の
基
経

は
洪
水
予
報
の
通
知
を
受
け
た
と
き

か
ら
洪
水
等
の
危
険
が
解
消
す
る
ま

で
の
聞
遠
賀
町
水
紡
本
部
内
に
寵
く

そ
の
組
織
構
成
は
別
愛
の
と
お
り
と

する。
【別表①】

2
堆
蟹
態
発
生
の
警
鐘
及
び
サ
イ
レ

ン
信
号

水
防
に
用
い
る
信
弓
は
次
の
通
り
と

する。
【別表③】

1
億
号
は
適
宜
の
時
間
継
続
す
る
。

2
必
要
が
あ
れ
ば
嘗
錦
信
号
及
び
サ
イ

レ
ン
信
号
養
屠
用
す
る
。

3
住
民
の
遊
離
及
び
奴
簑
寸
に
関
す
る

計
画

【別表③】

－
醒
耕
運
軸
嬢
－
瞭

i
霧
謹
三
晶

謀∴－

I
l
各
係
庇
へ
の
鮨
示
広
適
に
関
す
る
こ
と

1
2
渉
外
及
べ
）
公
安
に
関
す
る
こ
と

－
3
各
係
の
綜
会
談
制

－
4
悔
轍
の
怨
敵
及
べ
）
誕
錬

I
I
水
防
法
に
鵜
ノ
＼
瞥
戚
及
ジ
防
禦

i
・
i
－
2
気
象
情
敏
に
関
す
る
こ
と

ー
3
公
共
土
木
応
急
対
策

E 探
頼
防
曖
開
陳

財
政
摘
縦
に
関
す
る
こ
と

資
材
槻
蓮
に
関
す
る
こ
と

i
駒
津
実
鴫
蟻
－
縫
∴
済
∴
頗

i
‘
畿
謀
欝
蝶
－
数
裏
芸

－
会
計
係
収
入
　
　
－
　
収
入
役
外
高
話

I
l
排
水
対
策

i
i
－
2
災
薯
に
対
す
る
経
済
複
輿
対
策

－
3
緊
急
食
桐
的
鮮
・

「
1
生
徒
児
蛍
の
避
擬
摺
膣

「
2
教
諸
施
設
災
膏
応
急
対
錬

－
　
会
話
一
般



頭書ngn

台風の規模　（強さ）

（メートル′′秒）（ミリハール）

い　990　　以上　　25　米摘

み　960－989∴∴∴25－34

い　930－　959　　35－44

据謝二酸い　900－929　　45－54

綴∴熟，な　900　　以下　　55　以上

【表⑪】

吉子
台瓜が中側を迫ると
きiJ峡間か蒔常の釣
と慮り団i月こ’変わる

台照．の中心が通る
らず弧が敷くなり∴n脱に入ると倉に風

が弱くなり、逓週と同時部こ風向が反対に
てi醜い嵐が農大を遺すので注意

昭　和40年6月20il発行 がんお諒闇

お
そ
ろ
し
い
台
風

1
台
風
の
中
心
が
前
側
を
通
る
と
綴
喜

が
大
き
く
な
る
。

2
風
向
の
変
わ
り
方
で
ム
嵐
の
予
報
が

で
き
る
。

3
風
連
が
ュ
0
メ
ー
ト
ル
を
適
す
と
被
雷

が
で
る
。
2
5
メ
ー
ト
ル
に
な
る
と
尾

根
瓦
が
飛
び
、
樹
木
が
倒
れ
緻
密
が

大
き
く
な
る
。
3
5
メ
ー
ト
ル
に
な
る

と
全
壊
薬
種
が
急
堀
す
る
。

4
台
風
の
前
方
に
前
線
が
あ
る
と
葉
蘭

が
降
り
や
す
い
。

5
中
心
の
気
席
が
低
い
ほ
ど
、
凪
や
扇

が
強
く
な
る
。

水
爆
の
千
倍
く
ら
い
の
エ
ネ

ルギー
局
地
的
な
強
風
や
風
の
口
だ

注
思
し
ま
し
ょ
う
。

槻
所
に
よ
っ
て
、
あ
る
風
向
に
対
し

て
強
い
風
が
吹
く
、
風
は
逝
く
な
っ

た
り
、
弱
く
な
っ
た
の
す
る
も
の
で

こ
れ
を
風
の
息
と
よ
ひ
、
瞬
間
的
に

強
い
風
が
吹
き
こ
の
と
き
の
最
大

風
速
は
平
均
風
速
（
1
0
分
間
平
均
）

の
二
五
倍
く
ら
い
に
な
る
。
風
圧

（
物
体
に
作
用
す
る
カ
）
は
風
速
の

自
乗
に
比
例
す
る
の
で
風
が
強
い
と

き
は
瞬
間
的
に
大
き
な
波
頭
力
を
及

はす。
【別表の③】

栴
　
雨

気
象
災
薯
を
原
因
別
に
み
る
と
九

州
、
山
口
県
で
は
梅
雨
に
よ
る
も
の
が

圧
倒
的
に
多
く
、
第
一
位
を
占
め
る
。

1
日
雨
竜
が
一
〇
〇
ミ
リ
に
な
る
と
多

少
の
捜
富
が
発
任
し
、
二
〇
〇
ミ
リ

を
こ
え
る
と
、
殺
薯
は
増
大
す
る
。

2
梅
南
期
間
は
年
に
よ
っ
て
変
動
す
る

が
、
末
期
の
6
月
下
旬
か
ら
1
月
上

旬
に
か
け
て
集
中
的
に
東
南
が
障

り
、
洪
水
に
ょ
る
天
水
薯
を
度
し
す

お
そ
れ
が
を
雪

3
梅
雨
期
に
誌
を
伴
っ
た
強
い
雨
が
降

り
潰
し
た
ら
、
い
ち
寧
っ
局
地
的
豪

雨
と
み
な
し
、
ま
た
襲
商
は
た
ま
た

ま
輩
中
か
ら
単
調
に
か
け
て
発
色
し

て
い
る
の
で
∴
叢
庸
報
に
充
分
注

思
し
ま
し
ょ
う
。

台
風
、
梅
雨
に
対
す
る
心
得

1
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
で
つ
と
め
て
気
象

台
か
ち
発
表
さ
れ
る
新
し
い
梢
減
を

聞
き
ま
し
ょ
う
。

2
非
常
食
樋
、
飲
料
水
、
俄
中
高
年

応
急
陳
薬
品
、
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ

・
ン
才
、
そ
の
他
必
－
婁
な
も
の
を
胴
楳

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

3
窓
に
は
枝
打
ち
し
て
、
し
っ
か
り
と

薯
の
ま
わ
り
壱
補
強
し
て
お
さ
ま
し

よう。

4
水
道
の
断
水
や
月
I
I
が
持
与
れ
る
た
め

飲
み
水
を
た
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
．

5
．
硬
水
に
備
え
て
表
鵡
川
白
老
2
臨
な

し
一
に
移
し
て
お
し
ご
ま
し
辛
つ
．

6
打
破
、
立
札
、
そ
の
他
映
き
順
は
さ

れ
、
毎
日
を
弓
え
る
士
う
享
お
は

寮
の
中
に
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

1
遭
難
命
令
が
出
た
博
は
、
諒
の
二
と

素
思
し
ま
し
ょ
う
。

イ
豪
を
出
る
と
き
は
、
カ
な
の
凡
栓

を
正
の
∴
山
気
の
ズ
イ
ツ
ナ
を
的

る
こ
と
。

ロ
指
示
さ
れ
左
脳
酬
出
所
に
直
ち
に

魅
照
す
る
二
七

ハ
農
芸
の
命
令
に
彼
う
こ
と

鮪
一
弱
言
÷
墟

補
充
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

6
月
1
0
日
現
在
で
調
製
し
た
補
充
選
挙
人
名
簿

を
次
の
通
り
関
係
者
の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

竜

一
、
場
　
所
　
遠
賞
町
役
場
内

遠
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会

一
、
日
∴
時
∴
胴
和
幻
年
6
月
2
3
日
－
猪
口

範
口
年
前
8
時
5
0
分
か
ら
午
後
5

時
ま
で

心
臓
病
の
子
供
を
守
ろ
う

i
全
目
心
臓
病
の
子
供
を
守
る

会
‥
福
韻
県
支
部
結
成
さ
る

さ
る
五
月
上
八
日
「
全
園
心
臓
病
の
ー

子
供
を
守
る
会
」
鯨
岡
駄
支
部
運
営
委

員
会
が
絃
成
さ
れ
ま
し
た
。

夏
姿
C
は
今
、
娘
内
推
定
五
千
人
と

い
わ
れ
る
心
臓
病
の
子
供
の
親
蓬
に
広

く
入
会
を
よ
ひ
か
け
、
会
冨
っ
と
も

っ
と
大
き
く
し
．
余
日
相
互
に
は
げ
ま

し
合
い
助
け
合
つ
と
英
に
心
臓
病
に
対

す
る
施
錠
の
強
化
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
目
標
轟
け
て
運
動
を
進
め
て
い

ま
す
。
相
当
な
危
険
を
伴
う
大
手
術
で

傑
険
適
用
で
も
紬
万
な
い
し
5
0
力
門
と

い
う
多
紙
の
挫
用
を
要
し
．
手
術
を
し

な
け
れ
ば
平
均
上
－
ナ
ノ
に
し
か
生
き
ろ

れ
な
い
不
幸
な
子
碕
亘
を
救
う
た
め

に
、
今
後
も
引
轟
き
強
力
に
会
の
運
動

を
推
進
し
て
行
き
ま
す
の
で
心
臓
加
の

．
十
供
を
持
つ
父
兄
の
こ
出
力
を
お
ね
が

い
し
ま
す
m

H
∴
杖

1
　
心
臓
油
煙
に
対
す
る
高
域
匪
暁
の

駄
犬
し
恵
仕

2
　
心
願
栂
児
の
初
空
心
臓
医
学
の

同
上
、
冶
療
施
最
の
振
先

3
　
医
廉
制
度
の
改
、
）
＝

4
　
心
臓
病
児
の
た
涙
の
略
別
施
設
を

作
る
こ
と

5
　
税
金
の
減
免
描
腔
の
拡
大
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第59号（い

町
有
財
産
（
宅
地
）
売
却
公
告

有
的
帝
を
次
の
と
お
り
“
妓
競
争
入

札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

－
、
売
却
物
件

1
所
在
∴
違
鎖
町
子
中
生
謹
葉
町

2
栖
日
及
び
数
量

宅
地
同
湖
六
六
一
年
－
」

へ
〆
圃
（
医
南
関
零
敗
）

二
、
入
札
楊
所
遠
賀
町
役
壕

三
、
入
札
及
び
関
札
の
目
時

1
入
相
は
昭
和
0
0
阜
1
月
1
3
日

牛
後
3
時
か
ら

2
開
祖
は
入
札
終
了
後
直
ち
に
行
っ

四
、
入
札
参
加
申
込
受
付
場

所
及
び
目
時

遠
賀
時
役
甥
財
政
係
で

7
月
1
2
日
5
噛
ま
で

五
、
入
札
保
証
金
及
契
約
保

証
金入札

人
は
、
入
札
の
際
入
札
見
破

価
格
の
古
分
の
「
以
上
の
現
金
を

入
札
保
証
金
と
し
て
町
に
納
入
す

る
こ
と
、
な
お
契
約
傑
成
金
に
つ

い
て
も
落
札
価
格
の
亙
分
の
ー
以

上
の
現
金
素
先
買
契
約
の
瞭
納
入

す
る
こ
と
（
7
月
1
5
日
契
約
）

六
、
入
札
保
証
の
金
環
農

務
凡
人
が
窪
嚢
約
を
締
結
し
な

い
と
き
は
入
札
依
柾
金
は
町
に
鵬

曙
す
る

七
、
売
買
物
件
の
引
渡
し
の

時
期寿u
尺
金
完
納
後
速
や
か
に
行
う

八
、
視
線
説
明

昭
和
幼
年
7
月
1
3
日

年
後
1
時
現
地
集
会

九
、
そ
の
他
の
事
項

1
他
人
の
代
曜
人
と
し
て
入
札
参
加

す
る
も
の
は
、
当
該
代
理
を
融
す

る
変
位
状
を
持
参
す
る
こ
と
“

2
人
村
人
は
、
入
札
当
用
入
札
媒
証

金
及
び
印
雛
を
持
参
す
る
こ
と
。

な
お
、
入
会
そ
の
館
合
せ
に
「

い
て
は
左
記
に
連
絡
下
さ
い
。

全
国
心
臓
窮
の
子
俵
を
守
る
会

福
岡
県
支
部
運
営
委
自
余

代
衰
選
管
委
凸
　
安
部
∴
諏

肥
九
州
忠
告
堅
義
町
六
千
日

造
語
5
2
六
七
九
川
桁

告
示
第
－
－
－
車

間
和
国
〇
年
六
月
一
〇
日

遠
卸
町
良
　
小
川
授
一
時

公

売

公

告

「
公
売
の
日
的

沸
納
期
税
整
理
の
た
め
、
羞
押
物
件

を
公
宅
す
る
、

二
、
公
売
物
件
の
名
称
及
び
蕊
時

東
尾
春
水
の
と
お
り

≒
公
売
の
方
猿

避
匂
入
札

四
、
公
売
の
日
時
及
び
溺
所

昭
和
囲
○
空
八
月
三
〇
日
－
九
時

遠
鮎
印
綬
甥
　
財
務
課

丘
、
売
却
決
定
の
ほ
時
及
び
場
所

昭
和
囲
○
隼
士
月
八
日
　
九
時

遼
嫡
剛
役
場
　
財
務
諜

六
、
蝉
を
代
金
の
納
付
期
限
及
び
場
所

桝
和
国
〇
年
L
月
八
円
　
十
一
略

述
舛
町
役
場
　
財
務
課

弓
入
札
資
格

の
町
税
完
納
蔓
C
あ
る
こ
と
。

㊤
鹿
地
に
つ
い
て
は
農
地
接
第
一
．
室

の
適
格
者
で
あ
る
こ
と
。

白
峰
謡
（
加
入
碗
）
に
つ
い
て
は
高

話
料
等
の
完
納
窒
C
あ
る
こ
と

八
、
そ
の
他

右
の
件
に
つ
い
て
の
問
合
せ
笹
は
最

鏑
町
役
場
財
務
課
に
お
い
で
下
さ
白

公
宅
物
件
の
表
示

遼
笛
薄
違
楯
剛
大
字
鬼
婆
蔓
塔
寺
－

囲
二
八
の
－

「
宅
蝿
∴
六
倍
弐
坪

「
薯
高
　
雅
駕
篇
二
五
国
語
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今
月
は
、
町
県
民
税
第
一
期
分
の

納
期
で
す

納
期
限
　
6
月
2
5
日

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

水
道
条
例
の
一
部
が
改
正
に
な
り
ま
し
た

危
険
物
取
扱
主
任
者

がんお萩町

掘
削
四
〇
年
高
月
二
十
六
日
の
蜜
会

に
於
て
水
道
条
例
の
一
淘
改
誼
が
議
決

さ
れ
た
の
で
そ
の
内
容
の
主
な
点
を
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。

1
給
水
量
は
即
の
通
水
終
に
よ
り
計
遣

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
個
人
所
有
の
需
水
器
は

認
め
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

2
七
月
一
日
よ
り
鉦
水
嵩
の
使
用
料
を

左
の
と
お
り
納
付
し
て
い
た
た
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

彊
水
嵩
口
径
　
使
用
料
目
敏

十
－
雇
∴
∴
∴
囲
○
用

－
主
粍
∴
∴
五
〇
日

二
十
江
津
　
　
へ
○
用

3
六
月
一
口
以
降
の
新
設
分
か
ち
露
水

器
は
町
が
申
込
者
に
嘗
轟
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

4
六
月
一
口
以
降
の
掃
水
盤
の
故
障
は

町
に
於
て
僅
理
政
務
等
を
叶
い
優
間

者
に
負
担
を
お
か
け
し
な
こ
と
に
な

り
ま
す
。

5
軽
水
露
の
使
用
者
が
最
善
の
注
蛍
を

も
っ
て
軽
水
藩
の
笛
姥
を
し
な
か
っ

た
為
に
配
水
器
を
旗
失
ま
た
は
き
績

し
た
域
合
は
そ
の
現
富
鯛
を
弁
償
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

試
験

福
岡
県
で
は
、
次
の
L
去
り
本
年
撲

錦
盲
の
倍
蔭
物
取
扱
に
柾
諸
式
験
を

実
施
し
ま
す
の
で
お
し
ち
せ
し
ま
す
。

1
試
験
の
類

乙
種
稿
蔭
物
取
扱
に
佳
肴
試
験
（
第

四
類
の
み
）

2
受
験
資
格

学
歴
は
問
わ
な
い
が
筋
川
瀬
の
危
険

物
取
扱
の
実
務
様
酸
が
六
月
以
上
あ

る
者

3
試
験
の
方
法

場

　

所

の

お

し

ら

せ

筆
記
試
験

4
卑
霞
申
込
方
法
お
夫
）
函
込
期
間

受
験
為
は
頗
葦
及
び
必
喫
膏
頼
（
上

掌
掌
実
員
－
枚
）
受
験
料
（
白
山

用
）
を
添
え
て
、
6
月
1
4
日
か
の
7

月
3
日
ま
で
の
閲
に
塩
岡
輿
民
生
部

消
防
災
霊
薬
お
よ
び
役
場
消
防
旅
ま

で
申
星
人
で
く
だ
さ
い
。

5
試
験
の
日
時
お
未
読
所

同
時
　
晒
和
畑
年
1
月
ュ
8
日
（
‖
）

乍
胡
1
0
時
（
受
付
9
時
）

水
道
重
水
程
の

町
移
管
に
つ
い
て

先
般
よ
り
関
係
名
標
浴
を
巡
廻
し
て

御
相
談
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
皆

機
の
堆
い
紳
輔
鰯
と
御
協
力
に
よ
り
ま

し
て
軽
水
肇
箭
え
繁
務
下
さ
い
ま

し
た
こ
と
を
厚
く
驚
鼓
し
ま
す
。

範
五
年
以
上
経
過
し
て
お
り
ま
す
掻

水
忍
は
無
償
に
で
譲
渡
方
御
相
談
致
し

て
お
り
ま
ー
差
が
；
」
の
分
に
つ
い
て

も
二
五
〇
円
で
鼠
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

虞
と
念
の
支
払
い
に
つ
き
ま
し
て
は

日
下
軽
頭
巾
で
あ
り
ま
す
の
で
後
口
通

知
の
仁
支
払
い
致
し
ま
す
。

一
受
験
融
一

一

砥

閻

∵

画

一
北
九
州
事
－

m
北
九
州
∵
巾
－

中
田
　
1
万
・
叩
I

m
久
闇
米
高

上
匡
冊
同
」

6
受
験
議
灘
招
会

田
∴
穏
∴
嚢

拭

紙
幅
直
弼
新
町

小
高
I
K
∵
荻
野

へ
幡
直
近
笑
日
用

軸
方
向
西
l
去

久
親
米
両
売
両

天
平
川
同
賞
金
町

験
∴
∴
∴
∴
賄

賂
、
I
修
鰍
偽
証
等
高
波

足
立
中
字
横

尾
命
中
字
搬

私
1
1
慮
カ
ブ
’
関
川
等
羊
校

螺
〃
明
啓
高
等
ノ
ー
較

地

域

名

一

期

　

　

〓

裾
引
」
計
か
・
告

場

九
大
段
半
濁
帯
常

用
町
営
働
会
館

八
幡
渦
動
望

月
畑
会
離

航
力
両
役
所
3
階
会
談
審

〃
森
林
害
虫
等
が
附
善
し
て
い
る

皮
付
松
村
等
の
移
動
禁
止
に
つ
い
て
〃

栄
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
消
防
係
に
お
「
母
ね
卜
さ
い
。

五
月
十
五
日
付
福
岡
基
点
窮
三

L
号
を
も
っ
て
森
林
寓
虫
等
が
附
託
し

て
い
る
皮
付
松
村
等
の
移
動
禁
木
が
公

衰
き
れ
ま
し
た
の
で
、
特
に
桐
思
さ
れ

る
よ
う
水
間
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
は
森

林
癖
薯
虫
防
除
決
算
二
二
第
一
頑
の
規

定
に
よ
る
罰
則
を
通
用
さ
れ
ま
す
の
で

細
注
濱
ト
さ
い
。

細
岡
盤
宗
第
三
し
号

森
林
清
書
虫
防
除
疫
（
昭
和
言
上
五

年
法
欝
五
三
号
）
締
高
集
第
一
攻
の

規
定
に
嬬
づ
き
皮
付
松
村
お
よ
び
投
薬

（
薬
剤
に
よ
り
駆
除
鱒
縦
を
行
な
い
、

森
林
害
虫
防
除
賞
が
行
な
う
検
査
に
会

格
し
た
も
の
を
除
く
）
の
移
動
を
禁
止

し
た
の
で
同
条
第
一
一
項
に
お
い
て
神
栖

す
る
－
可
法
誓
一
条
箪
二
項
の
規
定
に
よ

り
次
の
よ
っ
に
告
示
す
る
。

聞
知
四
十
年
五
月
－
五
日

細
岡
螺
知
餌
職
務
代
罪
名

福
岡
繁
劇
知
車
∴
膝
井
宏

一
、
移
動
の
禁
止
の
区
域
お
よ
び
期
間

㈲
区
域
　
福
岡
県
一
周

㊤
期
間
　
昭
和
四
十
年
五
月
十
五
日

か
ら
昭
和
岡
上
中
三
川

二
十
一
日
ま
で

「
、
森
林
編
害
虫
の
種
類

の
キ
ク
イ
ム
シ
科
に
脇
す
る
書
虫

0
ノ
ウ
ム
シ
科
に
廊
す
る
書
生

の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
科
に
嘱
す
る
書
虫

ー軽

6
月
（
水
無
月
）
　
柁
燐
（
柁
白
描
）

．
約
日
∴
父
の
日

大
相
撲
名
高
曙
場
所
閲
雑

2
1
日
　
興
　
歪

鋪
月
　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
デ
ー

猿
田
　
救
ち
い
の
口

答
二
賀
重
富

7
月
（
文
月
）
　
花
暦
（
は
す
）

1
日
　
国
民
安
全
の
H

博
多
山
篭
－
縮
刷
紳
神
祇
幽

歳
　
時
　
記

祭
（
1
日
－
1
5
日
）

2
日
　
書
巻

1
日
　
埴
1
回
参
義
協
譲
告
通
常
遵

挙
鷲
宮

7
日
　
L
夕
節
句
、
小
暑

1
0
日
　
小
倉
太
鼓
き
お
人
（
同
日
－

12日）

上
旬
　
i
海
関
き
、
向
聞
き
（
客
梱
）

1
3
日
　
中
畑
娃
灯
用
箕
1
3
～
1
5
日
）

1
5
日
　
誌
輌
盆
会
、
中
元

2
0
日
　
鍔
の
記
念
日
、
貰
十
租


